
市内３高校の魅力を伝えます！

【問い合わせ先】 
菊池農業高校
☎0968（38）2621

農
業
科
・
園
芸
科
・
畜
産
科
学
科

【
現
場
実
習
】 

農
家
さ
ん
宅
に
４
泊
５
日

の
日
程
で
宿
泊
し
な
が
ら
、農
業
を
体
験

し
ま
し
た
。

食
品
化
学
科
・
生
活
文
化
科

【
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
】 

企
業
や
施
設
へ

通
い
な
が
ら
、職
業
体
験
を
し
ま
す
。

　

５
日
間
、仕
事
と
し
て
行
う
作
業
に
大

変
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、学
校
で
は
経
験

で
き
な
い
楽
し
さ
も
あ
っ
た
よ
う
で
、い

つ
も
と
は
違
う
表
情
が
た
く
さ
ん
見
ら

れ
ま
し
た
。
受
け
入
れ
を
し
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
総
合
的
な
探
究
の
時
間
に
、

地
域
理
解
や
地
域
の
産
業
に
つ
い
て
学
習

し
て
い
ま
す
。
１
年
生
は
地
域
理
解
、
２

年
生
は
産
業
理
解
と
い
う
内
容
で
取
り
組

み
を
発
表
し
ま
す
。

　

10
月
５
日
に
は
、講
師
に
江え

頭が
し
ら

実み
の
る

市
長

を
迎
え
、講
演
会
を
実
施
。「
菊
池
市
が
め

ざ
す
共
創
社
会 

～
癒い

や

し
の
里
戦
略
に
つ

い
て
～
」
と
題
し
て
、
市
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
話
を
聞

き
ま
し
た
。

　

今
後
は
今

回
の
内
容
を
基

に
、
地
方
創
生

を
テ
ー
マ
に
し

た
探
究
学
習
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
校
の
農
業
科
作
物
専
攻
が
、県
内
の

農
業
関
係
高
校
で
初
め
て「
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ

（
穀
物
２
０
１
６
）」の
認
証
を
取
得
し
ま

し
た
。
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
、第
三
者
機
関
の
審

査
に
よ
り
、５
つ
の
管
理
点（
農
場
運
営
、

食
品
安
全
、
環
境
保
全
、
労
働
安
全
、
人

権
・
福
祉
）の
基
準
を
満
た
し
た
農
場
に

与
え
ら
れ
る
認
証
で
す
。
い
わ
ば
、「
良
い

農
場
の
目
印
」と
な
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
、「Japan G

ood 
A

gricultural Practices
」
の
頭
文

字
を
取
っ
た
も
の
で
、直
訳
す
る
と「
日

本
の
良
い
農
業
の
取
り
組
み
」と
な
り
ま

す
。
農
林
水
産
省
で
は「
農
業
生
産
工
程

管
理
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、く
ま
も
と
グ
リ
ー
ン
農

業
で
は
、「
有
作
く
ん
１
０
０
」「
有
作
く

ん
」の
認
証
も
受
け
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

「
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
」も
視
野
に
入
れ
、取
り
組

ん
で
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

10
月
25
・
26

日
に「
第
74
回

日
本
学
校
農
業

ク
ラ
ブ
全
国
大

会 

令
和
５
年

度
熊
本
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
県
内
で
の

全
国
大
会
開
催

は
51
年
ぶ
り
で
、全
国
か
ら
農
業
高
校
生

の
代
表
が
集
ま
り
、日
頃
の
学
習
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

本
校
か
ら
も
県
代
表
選
手
に
選
ば
れ

た
生
徒
た
ち
が
各
競
技
に
出
場
。
農
業
鑑

定
競
技
の
分
野「
畜
産
」
で
、
松ま

つ

尾お

晏あ
ん

奈な

さ
ん（
畜
産
科
学
科
３
年
）、分
野「
食
品
」

で
坂さ

か

元も
と

秀し
ゅ
う

伍ご

さ
ん（
食
品
化
学
科
３
年
）

が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
家
畜
審
査
競
技
会
の
会
場

と
し
て
、生
徒
と
職
員
で
選
手
の
皆
さ
ん

を
お
も
て
な
し
し
ま
し
た
。
家
畜
審
査
競

技
会
の
実
施
は
５
年
ぶ
り
で
、乳
牛
の
部

と
肉
牛
の
部
の
同
時
開
催
は
23
年
ぶ
り

で
す
。
本
競
技
で
は
、成
牛
と
子
牛
の
体

型
を
見
て
、１
～
４
位
ま
で
順
位
を
付
け

て
い
き
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
に
競
技
が
進
む

よ
う
、み
ん
な
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
83
人
の
選
手
が
、

競
技
会
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今後も継続して、より良い農場運営に
取り組み、消費者の皆さんに安心な
ものを提供していきたいと思います

農業科 畜産科学科

園芸科

令和６年度熊本県立高等学校
入学者選抜

【前期（特色）選抜試験】
出願期間　１月１9日㈮～24日㈬ 
　　　　　※24日は正午まで
実 施 日　２月１日㈭
募集人数　各学科２０人
検査内容　作文、個人面接
入試や学校・寮の見学については、
教務部までお問い合わせください。

大会に出場した選手たち

生活文化科 食品化学科

市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎0968（25）7231

vol.112

　4年生が総合的な学習の時間に今区のサロンに
参加。児童たちが企画した秋祭りを実施し、サロン
会場は笑顔いっぱいとなりました。児童たちは福祉
体験の学びを生かしながら、サロン参加者と楽しく
交流。また、祭りの企画運営と、貴重な経験ができ、
有意義な学びの時間となりました。

１０月２７日
ロンで秋祭り！ 地域の人と交流サ

戸崎小学校

秋祭りでは、児童手作りの魚釣りや輪投げゲームなどを実施。皆
さんに楽しんでもらい、児童たちもうれしかったようです

　第１部のステージ発表では、田島保育園の園児に
よる神楽を皮切りに、児童がピアノ演奏や西小賛歌
の合唱などを披露。第２部は消防団・ＰＴＡによるバ
ザーやキッチンカー販売などを行いました。木陰で
くつろぎ、楽しいひと時を過ごすことができました。
地域の人やＰＴＡの強力なバックアップに感謝します。

10月28日
情の森でフェスティバルを開催友

泗水西小学校

本校の「友情の森」には、サクラやモチノキ、イチョウ、ヤマモモな
どたくさんの樹木があり、樹齢100年を超える大木もあります

　本校では、６年生が代々狂言に取り組んでいます。
２６代目となる本年度も、狂言みのる会の田

た

嶌
しま

晴
はる

雄
お

さんの指導を受け、練習に励んできました。その成
果を菊池松囃子能場で開催された「菊池のしらべ」
の舞台で披露。緊張しながらもしっかりと演じる児
童たちの姿を来場者に見てもらうことができました。

11月12日
緒ある能場で狂言を披露由

菊池北小学校

当日は肌寒い天気でしたが、児童たちは大きな声で、小舞「兎
うさぎ

」㊧
と狂言「口真似」㊨を一生懸命に披露していました（関連17㌻）

旭志中学校
手起業家ら3人が出張授業若 10月12日

坂
さか

本
もと

結
ゆ

春
ず

さんは「どんなに苦労しても自分の可能性を信じ、思いを
貫くことの大切さが分かりました」と感想を述べました

　大学生や大学院生を対象に起業家らを育てる私塾
「MAKERS UNIVERSITY」（東京）が、３年生を対象
に県内で初めて出張授業を行いました。同塾卒業生
で、市内企業の販売促進の支援を手掛ける高

たか

本
もと

梨
り

花
か

さん（上赤星、写真㊨）は、「人の100倍努力しても、
楽しいと思うことを極めてほしい」と語りました。

菊池北中学校
さしい日本語教室や９月15日

文化的な違いを認めながら、一人一人の人権を尊重し、相互理解
の大切さについて考える大変良い機会になりました

　中央図書館の小
こ

堀
ぼり

久
ひさ

男
お

さん（写真㊧）をお招きし
て、やさしい日本語教室を実施。市在住の外国人５
人も交え、外国の文化も学ぶことができました。生
徒からは、「やさしい日本語は、お互いが分かり合い
たいという歩み寄る気持ちが大切。全ての人に優し
い言葉だと分かりました」といった感想がありました。
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